
砂川市地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

運行を継続し、交通空白地域の改善、交通弱者の生活交通を確保し
ていく。
・運行稼働率 ３０％
・1便当たりの利用者数 １．６７人
・年間利用者数 ５，９１２人

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

平成２９年５月１６日 第１回会議を開催
・砂川市予約型乗合タクシー運行方針等について
平成２９年８月９日 第２回会議を開催
・平成３０年度砂川市生活交通確保維持改善計画
（案）等について
平成３０年１月１５日 第３回会議を開催（書面）
・平成２９年度地域公共交通維持改善事業に関する
事業評価について

平成２９年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

砂川市は過疎地域に指定されており、近年は高齢化による交通手段
の確保が顕著な問題となってきている。

市民の生活移動を支える路線バスは国道と道道のみを運行している
ことから、交通空白地域が多く存在している。

交通空白地域の改善、交通弱者の生活交通の確保を目的として、路
線バス及び都市間高速バス、ＪＲ函館本線とを接続することにより、利
便性の向上を図り、地域公共交通の確保・維持・改善に向けた取り組み
を継続している。

予約型乗合タクシーの運行。
・北エリア①
・北エリア②
・南エリア

※市内全域を３エリアに区分し、タクシー事業者３社（ふじ観光、三星、砂川北星ハイヤー）が１か月交替で担当

地域公共交通の現況

・ＪＲ函館本線（砂川駅、豊沼駅）
・北海道中央バス(株)（都市間バス１路線、近郊
路線７路線）
・タクシー事業者３社（ふじ観光、三星、砂川北星
ハイヤー）



平成２９年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・市広報誌による周知活動。
・12時以降の便について、当日８時から１０時まで予約を可能とした。
・南エリアについて、３０分の運行が難しいと考えられる場合、乗車定員にかかわらず増便を可能とした。
・利用登録者全員に郵送による変更点の周知。
・高齢者福祉施策との共同実施。

２

２）運行系統



３

平成２９年度利用者数（単位：人）

平成２９年度実績

利用者数

８，２９８人

１便平均

１．７５人

３）利用実績

平成２９年度運賃収入（単位：円）

平成２９年度実績

２，６３７，４３０円

４）収入実績
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６）目標・効果達成状況

【運行稼働率】

目標３０％に対して実績４０．２％

【1便あたりの利用者数】

目標１．６７人に対して実績１．７５人

【年間利用者数】

目標５，９１２人に対して実績８，２９８人

４

７）事業の今後の改善点

南エリアの利用者数が多く、送迎に時間を要しており、利用
者と運行事業者の負担となっていることから、南エリアにつ
いてエリア範囲の見直しを検討する。

（平成30年度分と併せて評価）

計画どおり事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


